
麗しい水環境の創造へ

指定採水員指定講習会

浄化槽放流水の採水方法と残留塩素の測定方法

採水器の種類

試料採取にあたっての一般的遵守事項

基本的な試料の採水方法

処理方式別の試料の採水方法

残留塩素濃度の試料採取及び測定方法
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１．試料採取にあたっての一般的遵守事項

① 試料は指定採水員以外の者に採水させてはならない。

② 試料は検査対象以外の浄化槽から採水してはならない。

③ 試料の希釈、その他、特別の操作を施してはならない。

④ 試料の採取にあたっては、細心の注意と共に誠実に行う。

⑤ 清掃後、３ヶ月以上経過して採水すること。

指定採水員講習会テキスト p６、1・1

試料の採取にあたっては、次のことを遵守しなければならない



【参考】 清掃後の採水について
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採水に適した期間（処理機能が安定）

清掃からの経過月数とBOD適合率 （月刊浄化槽 2021年11月号より）
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２．採水器の種類
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指定採水員講習会テキスト p６、
1・4

① 注射器型採水器

② 紐付き容器

③ 柄杓



３．基本的な試料の採水方法
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容器のフタと側面に必要事項が記入されたラベルを貼る

指定採水員講習会テキスト p6、1・1
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３．基本的な試料の採水方法

① 容器を試料で共洗いしてから容器に直接採水する 動画

指定採水員講習会テキスト p7、2

6＊ この動画はリンク集からご覧いただけます。



※（公財）日本環境整備教育センター 浄化槽管理士講習テキストより抜粋

３．基本的な試料の採水方法

② できるだけ汚水の流入する時間帯に採水する

8 11 7 14

戸建住宅の排水パターン 事務所の排水パターン
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３．基本的な試料の採水方法

③ 汚泥等を混入しないように採取する。

採水箇所 採水困難な場合
依頼書の摘要欄（赤枠部分）に、「消毒後採水」と記入

消毒後採水

⑤ やむをえず残留塩素を含む試料を採取した場合は、残留塩素を含む
試料であることを伝える。

④ 採取が困難な場合には消毒槽に流下する処理水を採取する。

8
消毒薬筒
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３．基本的な試料の採水方法

⑥ 容器の上部には少し空間を残す ⑦ 容器の栓は確実に閉める
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３．基本的な試料の採水方法

⑧ 試料が凍結しない程度に保冷し、すみやかに搬入

クーラーボックスなどに入れて搬入u



(1) 嫌気ろ床接触ばっ気方式

４．処理方式別の試料の採水方法
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指定採水員講習会テキスト p7～8、2・
1

フジクリーン LCⅡ型

動画

採水箇所

＊ この動画はリンク集からご覧いただけます。
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４．処理方式別の試料の採水方法

(2) 接触ろ床方式

フジクリーン CA型

動画

採水箇所 SS混入のおそれ

＊ この動画はリンク集からご覧いただけます。
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４．処理方式別の試料の採水方法

(3) 担体流動ろ過循環方式

クボタ KZ型

動画

採水箇所 採水困難な場合

＊ この動画はリンク集からご覧いただけます。
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４．処理方式別の試料の採水方法

(3) 担体流動ろ過循環方式

クボタ KZ型

動画

採水箇所

SS混入事例
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【参考】 スカムの浮上原因と対策

(3) 担体流動ろ過循環方式（クボタ KZ型）



(3) 担体流動ろ過循環方式（クボタ KZ型）

◇ 処理水槽底部に汚泥が蓄積すると、処理水槽にスカムが浮上する原因になります
◇ 保守点検時に必ず汚泥移送を実施して下さい

【参考】 スカムの浮上原因と対策
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① 好気循環バルブ（白）の開度を上げ、
エアリフトポンプの吐出量を増やし
ます。

② 汚泥の吐出が無くなるまで行います。
作業終了後は、好気循環エアリフト
ポンプの水量調整を実施して下さい

実施方法

（クボタKZ型維持管理要領書より）



17

４．処理方式別の試料の採水方法

(4) 担体流動接触ろ床循環方式

クボタ KZⅡ型

動画

採水箇所 採水困難な場合
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４．処理方式別の試料の採水方法

(5) 固液分離型流量調整付担体流動循環方式

ダイキアクシス XE型

動画

採水箇所 採水困難な場合
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４．処理方式別の試料の採水方法

(6) 横向流夾雑物除去接触ろ床循環方式

ダイキアクシス XH型

動画

採水箇所 採水困難な場合
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４．処理方式別の試料の採水方法

(7) 沈殿分離・嫌気ろ床・好気循環方式

フジクリーン CFⅡ型

動画

採水箇所 採水困難な場合
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４．処理方式別の試料の採水方法

(8) 固液分離型流量調整付担体流動生物ろ過循環方式

大栄産業 FCSⅡ型

動画

採水箇所
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４．処理方式別の試料の採水方法

(9) 担体流動生物ろ過循環方式

ニッコー 浄化王型

動画

採水箇所



４．処理方式別の試料の採水方法

(10) ﾋﾟｰｸｶｯﾄ流量調整型夾雑物除去担体流動生物ろ過方式
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ダイキアクシス MCP型

動画

採水箇所



４．処理方式別の試料の採水方法
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(10) ﾋﾟｰｸｶｯﾄ流量調整型夾雑物除去担体流動生物ろ過方式

ダイキアクシス MCP型 SS混入事例



４．処理方式別の試料の採水方法

(11) 全ばっ気型

単独処理浄化槽

動画
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４．処理方式別の試料の採水方法

(12) 腐敗タンク方式散水ろ床型

単独処理浄化槽

動画
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５．残留塩素濃度の試料採取及び測定方法

残留塩素の測定について

残留塩素は『全残留塩素 』を測定してください （JIS K 0102-1 23.2）

全残留塩素 とは 「遊離残留塩素」と「結合残留塩素」を合わせたもの

残留塩素
測定試薬

「全残留塩素」測定用と「遊離残留塩素」測定用の２種類が販売されています
試薬によって、「全残留塩素」の測定方法が異なります

遊離残留塩素測定試薬
をお使いの場合

試薬と試料を混合後、ヨウ化カリウムを添加

全残留塩素測定試薬
をお使いの場合

試薬と試料を混合

全残留塩素の測定方法について

※ お使いの試薬をご確認の上、取扱説明書に従って、必ず「全残留塩素」を測定してください。

試薬の例
（ラベルの違い）

指定採水員講習会テキスト p12



５．残留塩素濃度の試料採取及び測定方法

採取場所 消毒槽（室）

測定方法 DPD（ジエチル-p-フェニレンジアンモニウム）比色法

測定器具

残留塩素測定器
DPD試薬

（全残留塩素） ビーカー タイマー
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５．残留塩素濃度の試料採取及び測定方法

試料の採取と測定のようす
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動画

採水箇所



６．遵守事項
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